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平成２７年度 「野木沢地区文化祭」 
   

 １０月３１日（土）～ １１月１日（日） 於：野木沢小学校体育館 
   

   稔りの秋、天高く躍動の秋、何を食べても美味しく、天地の恵みに感謝する秋。 

そして、書物に親しみ創作にいそしむ文化教養の季節です。 

  地域のみなさんのご理解とご支援をいただき、長年にわたり盛会に催している地区文化祭を 

 上記の日程で開催いたします。毎年、会場は多くの方々で賑わい、楽しい地域交歓、文化交流 

 の場となっております。 

  今年も、さらに充実した文化祭となるよう、実行委員会の総力をあげて開催いたします。児童・ 

園児の学習の成果と、多面分野にわたる文化芸術の力作をぜひご覧いただきたいと思います。 

 第一日目は、野木沢小学校フェステバルが午前に、午後は芸能発表のアトラクションでお楽 

しみいただけます。また、グラウンドでは両日、まちづくり委員会の各部会や各種団体による 

「のぎさわときめき交流祭」を同時開催し、新鮮野菜や特産品の即売、やきとりや天ぷらうどん、 

その他数種の「おいしいものコーナー」が特設されます。楽しみにご来場ください。 

 

 
  昨年の野小フェステバル   昨年の作品展示会場の様子    雨でもときめき交流祭は盛況でした                
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１０月の行事予定 
 

２日（金）  ・自治センター企画推進委員会 １９：００～        

４日（日）  ・まちづくり特産品部会「朝市」 ８：００～ ＪＲ野木沢駅前 

７日（水）  ・ミニ・ディサービス「のぎさわの会」（６班）９：００～ 

９日（金）  ・地区文化祭実行委員会 １９：００～ 

  １３日（火）  ・総合健康診断 ８：００～ 

２５日（日）  ・石川町産業交流祭 ９：１５～ 母畑レークサイド 

  ３１日（土）   

  ≀    ・野木沢地区文化祭・のぎさわときめき交流祭・芸能アトラクション 

１１月１日 (日)    
 

野木沢 
自治センターだより 



 

消防訓練（正しい消火器の操作と防火意識の高揚）９月１８日（金） 

           
署員から操作説明を受ける参加者    火の元めがけて一斉に噴射     署員から防火の講話を聴く参加者 

 

  自治センターでの今年２回目の消防訓練を実施しました。参加者は中野長寿会芸能部の皆さん 

 と大正琴愛好会「琴桜会」の皆さん、そしてセンター職員の併せて３１名でした。 

  １回目の訓練に半数の人が参加していたので、石川消防署員４名の指導にもすぐに対応でき、 

 この意味でも、訓練は積み重ねが大事なことが分りました。講話で、暖房器具の誤った使用例 

 や個人で行う野焼きの危険性（法律では禁止）、害虫駆除を目的とする場合のみ、役場と消防署 

 への二重の届け出と許可が必要であることなどを詳しく学びました。 
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交通安全・防犯・防火合同鼓笛パレード 盛大に実施 
    ９月１９日（土）１２：３０～  野木沢小学校 ←→ ＪＲ野木沢駅前             

 

秋の交通安全・防犯地域総ぐるみ運動の一環として、野木沢小学校全児童による鼓笛パレード 

を実施しました。主催４団体、協賛１０団体、後援４団体の総力をあげた一大事業ですが、なん 

と言っても野木沢小学校と石川警察署の全面的な協力に感謝いたします。 

安心と安全への継続的な啓蒙活動は地域社会にとって不可欠のものですが、日常的に学校関係 

で、家庭内で、そして地域全体で気くばりと目くばりに配意し、事故ゼロ、犯罪ゼロのまちづく 

りを推進していきましょう。 

          
  標語の表彰も行われた出発式   駅前でのパワフルな鼓笛演奏    草野唯さんの誓いの言葉 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   平成２７年度（第６４回） 野木沢地区敬老会 粛々とかつ盛会に  

      
   主催者挨拶する加納町長     祝宴の出しものは、伝統的な地域手づくりのアトラクション 
 

  今年の敬老会招待対象者は３９１名で、式典への出席者は１５０名（３８.４％）でした。 

 三区別にみると、中野 ４０.９％  曲木 ４７.０％  塩沢 ２５.０％ となります。対象者は 

 増えているのに、出席率は年々減少している状況です。「式典ありき」の方針から、町と地域の「祝意」 

は、すべての敬老対象者に公平にお届けする方策を考える時期にきているのではないでしょうか。 
  

 


